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Ⅰ 新技術の解説

１ 要旨

土壌改良資材であるゼオライトは放射性セシウムを吸着し固定化するとされているが、野菜類の栽培における知見は

少ない。また、ゼオライトには放射性セシウムの吸収を抑制するカリウムも含まれている。そこで、現地ほ場ならびにポッ

ト栽培試験において、ゼオライト施用量を変えてブロッコリーおよびコマツナを栽培し、放射性セシウムの吸収抑制効果

ならびに土壌の交換性カリとの関係を調査した。

(1) 栽培前土壌の交換性カリが31.3mg/100gであった現地Aほ場では、ゼオライトの2t/10a施用で放射性セシウムの

吸収抑制効果が認められた（図１）。しかし、土壌の交換性カリが40mg/100gであった現地Ｂほ場では、ゼオライ

トを2t/10a施用しても放射性セシウムの吸収抑制効果は認められなかった。

(2) 黒ボク土ならびに褐色森林土を用いたポット栽培試験では、栽培前土壌の交換性カリが15mg/100g未満と低く、

ともにゼオライトの1t/10a相当となる1％の施用から吸収抑制効果が認められた（図2）。

(3) 現地ほ場、ポット栽培試験ともにゼオライト施用量に応じて土壌の交換性カリ含量は増加した（図１、２）。土壌の

交換性カリ含量が低いほど、ゼオライト施用による野菜の放射性セシウムの吸収量は低下したため、ゼオライト

から供給された交換性カリが放射性セシウムの吸収抑制効果に寄与したと考えられた。

２ 期待される効果

(1) 野菜の栽培における放射性セシウムの吸収抑制対策として、ゼオライトを使用する際の参考となる。

３ 活用上の留意点

(1) 栽培する土壌の種類によって、交換性カリの保持力は異なるため、ゼオライトによる放射性セシウムの吸収抑

制効果にも差が生じる。



Ⅱ 具体的データ等

図１ 現地露地栽培でのゼオライト施用量の違いによるブロッコリーの放射性Cs濃度と土壌の交換性カリとの関係

図２ ポット栽培でのゼオライト施用量の違いによるコマツナの放射性Cs濃度と土壌の交換性カリとの関係
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